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合
の
組
織
率
が
16
％
と
低
下

し
非
正
規
社
員
が
50
％
に
迫

ろ
う
と
す
る
中
、
賃
上
げ
を

訴
え
る
こ
と
も
ま
ま
な
ら
な

い
状
況
を
反
映
し
て
か
、
国

労
の
取
り
組
み
に
期
待
す
る

か
の
よ
う
に
声
援
を
送
る
方

や
歩
道
で
一
緒
に
こ
ぶ
し
を

振
り
上
げ
る
若
者
も
見
ら
れ

ま
し
た
。
そ
の
こ
と
か
ら
も
、

春
闘
の
取
り
組
み
は
、
正
規

社
員
だ
け
の
運
動
で
は
な
い

こ
と
を
認
識
さ
せ
ら
れ
ま
し

た
。

　

ま
た
集
会
終
了
後
は
、
恒

例
と
な
っ
て
い
る
東
北
三
工

場
交
流
会
、
東
北
貨
物
協
議

会
交
流
会
も
取
り
組
ま
れ
、

団
結
と
懇
親
が
深
め
ら
れ
ま

し
た
。

演
を
受
け
ま
し
た
。 

　

引
き
続
き
行
わ
れ
た
東
北

総
決
起
集
会
で
は
、
最
初
に

東
日
本
本
部
松
井
委
員
長
か

ら
春
闘
の
交
渉
経
過
と
今
後

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
報
告

さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
連

帯
あ
い
さ
つ
、
各
地
本
・
貨

物
協
議
会
か
ら
決
意
表
明
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

集
会
は
佐
藤
東
北
協
議
会

議
長
の
団
結
が
ん
ば
ろ
う

で
意
思
統
一
を
し
、「
１
０
，

０
０
０
円
の
賃
上
げ
」「
安

全
安
定
輸
送
の
確
立
」「
平

和
憲
法
を
守
れ
」
な
ど
と
訴

え
な
が
ら
仙
台
駅
前
ま
で
整

然
と
デ
モ
行
進
を
行
い
ま
し

た
。

　

デ
モ
行
進
で
は
、
労
働
組

　

３
月
７
日
、
仙
台
市
市
民

会
館
に
お
い
て
東
北
総
決
起

集
会
が
開
催
さ
れ
、
盛
岡
・

秋
田
・
仙
台
の
仲
間
４
０
０

名
が
結
集
し
ま
し
た
。

　

集
会
前
段
の
12
時
か
ら

は
、
国
労
会
館
主
催
の
学
習

会
が
行
わ
れ
、「
特
定
秘
密

保
護
法
」
の
問
題
点
に
つ

い
て
宮
城
県
護
憲
平
和
セ
ン

タ
ー
の
清
藤
弁
護
士
よ
り
講

　

２
０
１
４
春
闘
は
、「
戦
争
が
で
き
る
国
づ
く
り
」
に
向
け
暴
走
す
る
政
治
や
、
原
発

な
ど
の
様
々
な
課
題
が
浮
上
す
る
中
で
迎
え
ま
し
た
。

　

と
り
わ
け
賃
上
げ
を
巡
る
状
況
で
は
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
が
３
月
14
日
に
、
ベ
ア
を
昇
給
係

数
の
４
分
の
１
（
社
員
平
均
１
，
６
５
０
円
）、
夏
季
手
当
に
つ
い
て
は
２
．
８
ヵ
月
＋

１
万
円
な
ど
を
回
答
。
ま
た
、
Ｊ
Ｒ
貨
物
は
、
社
員
に
さ
ら
な
る
犠
牲
を
強
い
る
15
年
連

続
の
ベ
ア
ゼ
ロ
回
答
を
３
月
17
日
に
示
し
ま
し
た
。

　

今
号
は
、
今
春
闘
期
に
取
り
組
ま
れ
た
行
動
特
集
号
と
し
ま
す
。

【
運
車
職
協
・
車
両
】「
Ｊ
Ｅ

Ｔ
Ｓ
の
小
金
井
派
出
は
、
日

勤
が
発
生
す
る
と
清
掃
業
務

に
ま
わ
さ
れ
る
。」「
Ｊ
Ｅ
Ｔ

Ｓ
の
プ
ロ
パ
ー
社
員
が
研
修

に
来
て
い
る
が
、
教
育
期
間

が
短
く
本
人
は
不
安
に
思
っ

て
い
る
。」

【
運
車
職
協
・
車
掌
】「
こ
の

３
年
間
で
、
立
川
で
80
ｋ
ｍ

乗
務
距
離
が
延
ば
さ
れ
て
い

る
。」

【
電
気
職
協
】「
若
い
主
任
は

メ
セ
の
経
験
が
無
く
、
国
労

の
技
術
系
が
一
緒
で
な
い
と

仕
事
が
出
来
な
い
。」「
検
測

車
で
悪
い
デ
ー
タ
が
出
て

も
、
要
員
が
い
な
い
の
で
作

業
出
来
な
い
。」

【
営
業
職
協
】「『
駅
遠
隔
操

作
シ
ス
テ
ム
』
導
入
で
、
八

王
子
み
な
み
野
駅
が
１
徹
１

変
形
日
勤
体
制
に
縮
小
さ

れ
、
５
月
か
ら
業
務
委
託
さ

れ
る
。」「
み
ど
り
の
窓
口
の

営
業
時
間
短
縮
等
、
改
善
さ

れ
た
点
も
あ
る
。」

【
工
務
職
協
】「
慢
性
的
な
要

員
不
足
と
経
費
削
減
で
、
い

つ
事
故
が
起
き
て
も
お
か
し

く
な
い
状
況
。」「
若
手
社
員

は
、『
技
術
課
題
』
を
持
た

さ
れ
て
、
通
常
の
業
務
に
支

障
を
き
た
し
、
超
勤
し
な
け

れ
ば
こ
な
せ
な
い
。
現
場

に
出
た
方
が
勉
強
に
な
る
。」

な
ど
と
い
っ
た
報
告
が
さ
れ

ま
し
た
。

　

午
後
の
部
は
７
つ
の
グ

ル
ー
プ
に
分
か
れ
約
２
時
間

に
わ
た
っ
て
分
散
交
流
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

集
約
集
会
で
は
分
散
交
流

会
報
告
を
渡
部
教
宣
部
長
・

武
田
法
対
部
長
が
行
い
、
続

い
て
東
日
本
本
部
伊
藤
執
行

委
員
よ
り
「
２
０
１
４
春
闘

と
労
働
協
約
改
訂
闘
争
の
現

状
と
課
題
に
つ
い
て
」
報
告

を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
報
告
を
受
け
て

横
森
書
記
長
が
①
春
闘
の
取

り
組
み
、
②
仕
事
安
全
総
点

検
運
動
の
強
化
、
③
組
織
関

係
、
の
３
点
に
つ
い
て
「
ま

と
め
」
を
行
い
、
最
後
に
田

中
委
員
長
の
閉
会
挨
拶
・
団

結
ガ
ン
バ
ロ
ー
で
終
了
し
ま

し
た
。

　

八
王
子
地
区
本
部
は
、
３

月
１
日
八
王
子
労
政
会
館

に
お
い
て
、
春
闘
期
恒
例
と

な
っ
て
い
る
「
仕
事
安
全
総

点
検
職
場
交
流
集
会
」
を
開

催
し
、
会
社
施
策
の
検
証
と

職
場
か
ら
の
要
求
行
動
を
意

思
統
一
し
て
き
ま
し
た
。

　

午
前
の
部
は
全
体
集
会
を

行
い
、
水
越
副
委
員
長
の
司

会
進
行
で
始
ま
り
、
田
中
委

員
長
の
主
催
者
あ
い
さ
つ
に

続
い
て
、「
地
区
本
部
業
務

部
提
起
」
を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
効
率
化
施
策
実

施
以
降
の
職
場
実
態
が
各
職

協
か
ら
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

【
運
車
職
協
・
運
転
】　
「
職

場
の
要
求
を
『
社
員
の
声
』

と
し
て
集
約
し
、
年
２
回
区

側
に
提
出
し
て
い
る
。」「
立

川
駅
の
詰
所
は
、『
仮
詰
所
』

で
７
年
た
っ
て
も
改
善
さ
れ

な
い
。」
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原
発
再
稼
働
の
動
き
が
あ

る
。
そ
の
時
は
国
会
前
で
大

行
動
を
し
よ
う
」
と
呼
び
掛

け
て
集
会
を
終
え
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
参
加
者
は
銀

座･

東
京
駅
ま
で
の
デ
モ

行
進
を
行
い
、「
原
発
を
な

く
せ
！
」「
再
稼
動
を
許
す

な
！
」
な
ど
と
力
強
く
ア

ピ
ー
ル
を
し
ま
し
た
。

②

●
東
日
本
大
震
災
、
そ
し
て

福
島
第
１
原
発
事
故
か
ら
３

年
が
経
過
し
た
３
月
８
日
、

「
原
発
の
な
い
福
島
を
！
県

民
大
集
会
」
が
県
内
３
会
場

で
同
時
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

メ
イ
ン
会
場
の
ユ
ラ
ッ
ク

ス
熱
海
（
郡
山
市
）
で
は
、

主
催
者
が
「
未
だ
原
発
事
故

は
収
ま
ら
な
い
！
」
と
集
会

の
開
催
を
宣
言
。
連
帯
の
あ

い
さ
つ
を
し
た
大
江
健
三
郎

さ
ん
は
「
事
故
が
起
き
る
ま

で
は
『
安
全
だ
、

必
要
だ
』
と
、
い

う
話
に
だ
ま
さ

れ
て
い
た
。」「
だ

ま
し
た
人
間
の

責
任
を
追
及
す

る
。
原
発
に
対

す
る
嘘
を
次
の

世
代
に
残
す
こ
と
は
で
き
な

い
。
子
供
た
ち
を
守
ろ
う
。

原
発
は
人
間
と
共
存
で
き
な

い
！
」
と
、
訴
え
ま
し
た
。

　

県
民
か
ら
の
訴
え
で
は
、

今
な
お
避
難
生
活
を
余
儀
な

く
さ
れ
て
い
る
方
、
県
内
で

農
業
を
営
ん
で
い
る
方
、
除

染
労
働
者
、
高
校
生
平
和
大

使
が
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か

ら
、
原
発
事
故
後
か
ら
「
今
」

の
状
況
を
報
告
し
ま
し
た
。

　

集
会
は
、
最
後
に
「
宣
言
」

を
採
択
し
、「
原
発
は
い
ら

な
い
！
」
の
シ
ュ
プ
レ
ヒ

コ
ー
ル
で
福
島
と
の
連
帯
を

誓
い
合
い
ま
し
た
。

●
３
月
９
日
、「
原
発
ゼ
ロ

☆
大
統
一
行
動
」（
首
都
圏

反
原
発
連
合
／
さ
よ
う
な
ら

原
発
１
０
０
０
万
人
ア
ク

シ
ョ
ン
な
ど
の
主
催
）
に
国

労
と
し
て
参
加
。
東
日
本
か

ら
は
東
京
・
千
葉
・
水
戸
の

各
地
本
な
ど
か
ら
参
加
し
ま

し
た
。

　

会
場
の
日
比
谷
野
外
音
楽

堂
は
、
内
も
外
も
参
加
者
で

埋
ま
り
、
デ
モ
終
了
予
定
時

刻
に
な
っ
て
も
未
だ
出
発
で

き
な
い
参
加
者
が
出
る
状
況

に
。
デ
モ
で
は
「
再
稼
働
反

対
」
を
訴
え
、
国
会
請
願
行

動
を
行
い
ま
し
た
。

　

３
月
13
日
、
14
春
闘
勝

利
！
支
部
春
闘
統
一
行
動
集

約
集
会
を
組
合
員
・
家
族
会
、

Ｊ
Ａ
Ｌ
争
議
団
・
支
援
共
闘

の
仲
間
２
１
１
名
の
参
加
で

開
催
を
し
ま
し
た
。

　

主
催
者
を
代
表
し
て
支
部

伊
藤
委
員
長
の
あ
い
さ
つ
、

上
部
機
関
か
ら
東
日
本
本
部

松
井
委
員
長
・
東
京
地
本
松

川
書
記
長
よ
り
情
勢
報
告
を

受
け
、
Ｊ
Ａ
Ｌ
不
当
解
雇
撤

回
裁
判
原
告
団
か
ら
支
援
の

要
請
、
全
労
協
中
岡
事
務
局

長
、
南
部
全
労
協
藤
村
事
務

局
長
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
連
帯
の

あ
い
さ
つ
を
受
け
ま
し
た
。

　

職
場
報
告
の
中
で
貨
物
の

仲
間
か
ら
は
、「
春
闘
の
回

答
が
報
道
さ
れ
て
い
る
が
、

私
た
ち
貨
物
会
社
は
14
年
ベ

ア
な
し
で
あ
る
。
職
場
か
ら

で
き
る
こ
と
は
や
り
き
る
。」

と
述
べ
ま
し
た
。
旅
客
職
場

か
ら
は
、「
地
区
協
の
取
組

み
と
し
て
、
２
月
に
駅
遠
隔

操
作
シ
ス
テ
ム
導
入
に
あ
た

り
、
職
場
実
態
な
ど
の
調
査

を
行
い
、
あ
ら
た
め
て
こ
の

間
の
合
理
化
の
検
証
が
必
要

で
あ
る
。」
と
決
意
が
述
べ

ら
れ
ま
し
た
。

　

石
井
書
記
長
か
ら
春
闘
統

一
行
動
の
集
約
、
当
面
す
る

行
動
の
意
思
統
一
を
行
い
、

東
京
地
本
中
嶋
青
年
部
長
の

団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
で
締
め
ら

れ
た
後
に
、
交
通
ビ
ル
か
ら

東
電
本
社
前
を
通
り
解
散
地

点
の
鍛
治
橋
駐
車
場
ま
で
デ

モ
行
進
を
行
い
ま
し
た
。

キ
ロ
の
所
で
シ
イ
タ
ケ
栽
培

を
し
て
い
た
が
、
全
て
が
汚

染
さ
れ
た
。
事
故
の
責
任
を

誰
が
取
っ
た
の
か
。
責
任
を

取
る
と
い
う
事
は
未
来
に
対

し
て
何
が
出
来
る
の
か
、
再

稼
動
を
絶
対
に
許
し
て
は
な

ら
な
い
。」
と
訴
え
ま
し
た
。

　

福
島
原
発
の
収
束
作
業
に

携
わ
る
労
働
者
の
被
ば
く
問

題
で
は
、「
被
ば
く
を
前
提

と
し
て
、
犠
牲
を
強
い
る
労

働
の
あ
り
方
を
問
わ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
労
働
者
の
安

全
を
第
一
に
進
め
る
べ
き

だ
」
と
訴
え
ま
し
た
。

　

ま
た
、
原
発
再
稼
動
問
題

で
は
「
原
子
力
発
電
に
反
対

す
る
福
井
県
民
会
議
」
か
ら

は
、「
原
発
が
あ

る
地
域
の
住
民

の
本
音
は
脱
原

発
だ
が
、
地
域

経
済
も
あ
り
、

揺
れ
て
い
る
。

全
国
の
人
と
繋

が
っ
て
、
再
稼

動
を
止
め
て
い

き
た
い
」
と
呼

び
掛
け
ま
し
た
。

　

最
後
に
呼
び

か
け
人
の
鎌
田

慧
さ
ん
が
「
３

月
下
旬
に
川
内

●
３
月
15
日
に

東
京･

日
比
谷

野
外
音
楽
堂
に

５
５
０
０
人
が

集
ま
り
「
フ
ク
シ

マ
を
忘
れ
な
い
！

さ
よ
う
な
ら
原
発

３
．
15
脱
原
発
集

会
」
が
開
か
れ
国
労
か
ら
も

参
加
し
ま
し
た
。

　

集
会
は
、
初
め
に
ハ
イ
ロ

ア
ク
シ
ョ
ン
福
島
の
武
藤
類

子
さ
ん
が
福
島
か
ら
の
報
告

と
し
て
「
こ
の
福
島
を
置
き

去
り
に
す
れ
ば
人
権
侵
害
は

ど
こ
で
も
起
き
る
。
怒
り
の

火
薬
を
湿
ら
せ
て
は
な
ら
な

い
」
と
訴
え
ま
し
た
。

　

賛
同
ア
ピ
ー
ル
と
し
て
、

元
宇
宙
飛
行
士
の
秋
山
豊
寛

さ
ん
は
「
福
島
原
発
か
ら
32

松井委員長
情勢報告をする


